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スケジュール

• 原案作成委員会の手を離れるのが2026年2月末

• JISになるのが2026年中頃？



利点1: どの書店で買っても、どのLCP対応

EPUBリーダでも読める

• 書店ごとの囲い込みを回避

• 読者が“読書環境”を選べる社会へ

• 出版流通の相互運用性を回復



利点2: DAISY由来のアクセシビリティ技術を備え

たEPUBリーダでも商用電子書籍が読める

• 視覚障害者だけでなく、

高齢者・学習者・読みの支援

にも有効

• 特別支援教育・公共図書館・学校図書館

での導入が容易に



事実：DRMは解除できる

• 商用DRM = 解除可能だが、囲い込みのためのDRM

• LCP = 解除可能だが、相互運用性と公共利用のためのDRM



• 「携帯番号ポータビリティ」と同じ構造

• 囲い込み → 選択できない状態

• ポータビリティ導入 → 利用者が主体的に選択

• 価格・品質・選択肢が改善

• LCPのJIS化

• どの書店で買っても／どのLCPリーダでも読める

• 読書体験の主体が読者本人へ戻る
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